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ユニットテスト機能についてはご理解いただけたでしょうか。

次に、基本的な継続的インテグレーションパイプラインで無人テスト実行を設定す

る方法をみてみましょう。

なお、これは基本的な継続的インテグレーションパイプラインであり、さらに多く

の自動テストを追加することも可能です。

このケースでは、GeneXusServerの変更が検出されたときにいくつかのタスクがト

リガーされるように、EBankアプリケーションのトランク版のパイプラインを自動化

することにします。

この場合、以下のようなタスクを設定します。

まず、GeneXusServer（トランク版）から最新の変更を更新します。このタスクに

より、ビルドするKBを最新のコミットに更新することができます。

次に、Build Allタスクを設定します。このタスクにより、KBに対し、「すべてビル

ド」が実行され、指定と、コンパイルが実行されます。

最後に、Unit Testsの実行を設定します。
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パイプラインの設定は、「継続的インテグレーションのための GeneXus Server の設
定方法」の記事にあるドキュメントガイドに従って設定してください。

http://wiki.genexus.jp/hwikibypageid.aspx?46996
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Jenkinsのインストールとその他の簡単な設定が終わったら、
GeneXusServerを開き「継続的インテグレーション」→「プ
ロバイダの設定」オプションで
要求されたすべての情報を表示されたフォームに記入して「保
存」するだけでパイプラインを作成することが可能です。

図では、例としてEbankingパイプラインの構成が表示されて
います。
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保存が完了すると、「継続的インテグレーション」→「パイプ

ライン」メニューから作成したパイプラインを確認することが

できます。

「Run」オプションをクリックして、パイプラインを実行して

みましょう。
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「Run」オプションをクリックすると、GeneXusServerからパ

イプラインを実行する方法を見ることができます。

パイプラインは自動的にアップデート、ビルド、そしてユニッ

トテストの実行を開始します。
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JenkinsのURLでBlue Oceanのプラグインを開くと、実行状況

に関する様々なステージを確認することができます。
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JenkinsのURLでBlue Oceanのプラグインを開くと、実行状況

に関する様々なステージを確認することができます。
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実行が終了すると、Testsタブに実行されたテストが表示され

ます。

この例では、CheckBalanceForTransferUnitTestのみを実行し

ています。

Testsタブでは、どのテストが実行されたかを見ることができ

ますが実行結果の詳細を見ることができません。

Allure Reportと連携し、テストの実行結果の詳細を可視化する

ことが可能です。

Allureを用いたテスト結果の表示については次の章でご説明し

ます。

https://qameta.io/allure-report/
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テストの実行が成功すれば、GeneXusServerのパイプライン

のステータスは成功、そうでなければステータスは失敗になり

ます。
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GXtestの実行結果をAllure形式でエクスポートし、JenkinsのAllureプラ

グイン等で閲覧することが可能です。
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Allureは、テストされた内容を詳細に表示するための柔軟な多

言語テストレポートツールです。
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Allureにて、トランク版に対して実行したパイプラインを表示

しています。この画面で各テストの実行詳細を見ることができ

ます。

今回の例では、CheckBalanceForTransferUnitTestの詳細を確

認しています。
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